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・電極としてCu-CuSO4電極を ２つ用意（A,B）。

・まず，電極固有の性質によって生じる
電極電位差を測定しておく．

・A(テスター） B（テスター） A（テスター） ・・・
という要領で，尺取虫的に電位差を測定し，
GPSで位置を記録する

・最後に，最初の点に戻る．電位差を積算し，
地電位分布を計算するとともに，
閉合誤差（元の点に戻ったときの電位）を知る．

自然電位の計測



Cu-CuSO4電極



測定風景
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・点電流源を考えた場合，半無限均質媒質中では，

・・・（１）

・・・（２）

(1)のような電位分布となる(rは電流源からの距離[m]）．

・測定された電位分布から電流源の位置を推定し，電気伝導度
σr[S/m]を推定したうえで，電流源 Iの大きさを見積もる．

・（２）の関係式から，（１）で求められた電流を担う地下水の流量
を推定する．
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地形効果と噴気による異常



観測地域
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SP分布



噴気による異常
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ＶＬＦ－ＭＴ観測
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磁場コイル

電極

電極

宮崎県えびの市のVLF局から送信されている
２２．２ｋHzの電磁場を観測し見かけ比抵抗を
推定した．

( )m⋅Ω300~ρ平均値



見かけ比抵抗
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見かけ比抵抗

マクスウェル方程式
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測定値

( )m⋅Ω300~ρ



探査深度の目安となるskin depth
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• σ：電気伝導度（S/m)
• ρ（＝１/σ）：比抵抗（Ωm）
• ε：誘電率（F/m)

– 真空の誘電率ε0～8.854×１０-12

• μ：透磁率（H/m)
– 真空の透磁率μ0～４π×１０

-7

• ω：角速度（rad/s)
• T （＝2π/ω） ：周期（ｓ）

振幅が1/e（約37％）になる深さ：skin depth
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まとめ

• 自然電位及び比抵抗の観測を行った．
• 噴気による電位異常はそれほど大きくなかっ
た．

• 噴気へと集まる水量は5ℓ/sと推定された．
• より正確に噴気口を特定するにはさらに多く
の観測が必要．


